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2015飛驒の家具®フェスティバル

　今回、飛驒の匠展を企画させていただき一言ごあいさ
つを申し上げます。
　私たちは日ごろから「飛驒の匠」とよく口にしますが、今
回の展示にあたり、そもそも“飛驒の匠とは何なのか”をき
ちんと調べなおそうと考え、奈良をはじめ各地へ調査に
出かけ、ルーツをたどってみました。すると、各地に「飛驒
の匠」の礎石が数多く残っており、私たち飛驒人の先祖
の活躍を見つめなおすきっかけになった次第です。
　あまりにも偉大な飛驒の匠の業績を、今の世を預かる
私たちが軽 し々く名乗っていいのか、との思いも脳裏をよ
ぎりましたが、先祖に憧れ、先祖を目指し、先祖を越えら
れるような今の世の飛驒の匠を生み出し、そして後世に
継承していきたい、という思いを今回の展示に表したくな
りました。
　準備する過程で新たな史料がたくさん出てきまして、規
模がどんどん大きくなりました。しかし、行うからにはい
いものにしようと実行委員一同、精一杯の準備をしており
ます。
　専門家のご指導も仰ぎ
ながら、歴史的にも決して
作り話でない飛驒の匠の
実証的な在り様が展示で
きるものと大変うれしく思っ
ております。初公開の史料
も数多くあります。ぜひ、飛
驒の匠の技術に目を向け、
少しでも知っていただくた
めにも、皆様お誘いあわせ
のうえ会場にお出かけくだ
さい。どうぞよろしくお願い
します。

公開される展示品の一つ
飛驒一宮水無神社「稲喰の黒馬」
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分
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台
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を

市
民
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座
の
お
知
ら
せ

期間　９月２日㈬～６日㈰
時間　午前９時30分～午後５時
場所　飛驒・世界生活文化センター（千島町）
　同センターコンベンションホールで行われる「飛驒・
高山新作家具展」をはじめ、飛驒のクラフト展、匠DNA
展など、さまざまな催しがあります。
　また、家具の工場を見学した地元小学生が描く「あっ
たらいいな、こんなイス」絵画展や例年好評のスタンプ
ラリーも実施します。

問合先 飛驒木工連合会事務局 ☎32‒2100

飛驒の匠展実行委員会  岡
お か だ

田 贊
さんぞう

三 委員長

飛騨の匠の流れをくみ
後世に継承したい


